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＊
お
近
く
の
書
店
ま
た
は
小
社
ま
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
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真
福
寺（
大
須
観
音
）は
、仏
教
典
籍
と
共
に
、鎌
倉・南

北
朝
時
代
に
書
写
さ
れ
た
数
多
く
の
中
世
神
道
資
料
が

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、研
究
上
比
類
な
い
価
値
を
持
つ
。先

の『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』以
降
に
発
見
さ
れ
た
写
本
を
は

じ
め
と
し
て
構
成
さ
れ
る
本
叢
刊
は
、中
世
神
道
研
究
の

み
な
ら
ず
、日
本
中
世
の
宗
教
思
想
・
信
仰
文
化
の
解
明

に
と
っ
て
多
大
な
貢
献
を
な
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
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編
：
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大
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敬
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神
一
徳
義
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／
諸
大
事
／〔
参
考
〕『
諸
大
事
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抄
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田
長
男
旧
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太
神
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N
978-4-653-04474-1

収
録
内
容
一
覧

　

名
古
屋
市
中
区
に
あ
る
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院（
大
須
観
音
）は
、日
本
中

世
の
貴
重
な
聖
教
・
典
籍
を
伝
え
る
一
大
宝
庫
で
あ
る
。こ
こ
に
は
仏
教
典
籍

と
共
に
、鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
に
書
写
さ
れ
た
数
多
く
の
中
世
神
道
資
料
が
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、研
究
上
比
類
な
い
価
値
を
持
つ
。そ
の
精
華
は
、『
真
福
寺
善

本
叢
刊
』  

に
お
い
て
、 『
両
部
神
道
集
』  （
一
九
九
九
年
）、  『
中
世
日
本
紀
集
』

（
二
〇
〇
〇
年
）、『
類
聚
神
祇
本
源
』（
二
〇
〇
四
年
）、『
伊
勢
神
道
集
』（
二
〇
〇
五
年
）

と
し
て
順
次
刊
行
さ
れ
た
。し
か
し
真
福
寺
に
は
、
ま
だ
ま
だ
幾
多
の
重
要
な

資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
そ
れ
ら
を
精
選
し
た『
真
福
寺

善
本
叢
刊 

神
道
篇
』と
し
て
、前
回
と
同
様
に
臨
川
書
店
か
ら
刊
行
す
る
は
こ

び
と
な
っ
た
。本
叢
刊
は
全
四
巻
で
構
成
さ
れ
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』や『
諸

道
勘
文〔
長
寛
勘
文
〕』な
ど
中
世
神
道
の
古
典
的
著
作
の
鎌
倉
時
代
写
本（
第

一
巻
）、両
部
神
道
の
中
心
典
籍『
麗
気
記
』の
最
古
写
本
と
そ
の
関
連
資
料（
第

二
巻
）、両
部
神
道
の
主
要
流
派
で
あ
る
御
流
神
道
の
典
籍
・
印
信（
第
三
巻
）、

真
福
寺
第
四
世
政
祝
が
編
纂
し
た『
諸
大
事
』や
、『
神
道
集
』の
古
写
本
等
な

ど
の
重
要
典
籍
等（
第
四
巻
）が
収
め
ら
れ
る
。今
回
の
刊
行
に
よ
り
、先
の『
真

福
寺
善
本
叢
刊
』所
収
書
と
併
せ
て
、真
福
寺
神
道
聖
教
の
全
貌
を
知
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。こ
の
こ
と
は
中
世
神
道
研
究
の
み
な
ら
ず
、日
本
中
世
の
宗
教

思
想
・
信
仰
文
化
の
解
明
に
と
っ
て
多
大
な
貢
献
を
な
す
に
違
い
な
い
。

編
者
の
こ
と
ば　
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二
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麗
気
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収
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気
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作
抄
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二
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麗
気
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収
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編
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阿
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敬
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真
福
寺
に
お
い
て
、初
代
能
信
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
が
十
四
世
紀
に
か
け
て
形
成
し
た
聖
教

古
典
籍
の
集
積
は
、近
世
に
全
国
有
数
の
経
蔵
と
し
て
尾
張
藩
寺
社
奉
行
の
保
護
す
る
と
こ
ろ
と

な
り
、近
代
に
は
東
京
帝
国
大
学
の
黒
板
勝
美
博
士
が
大
槻
快
尊
住
職
と
共
に
整
理
を
行
い
目
録

を
作
成
し
、保
存
に
貢
献
し
た
。平
成
に
至
り
、国
文
学
研
究
資
料
館
と
名
古
屋
大
学
に
よ
り
、新

た
な
悉
皆
調
査
が
開
始
さ
れ
、目
下
、断
簡
を
含
む
総
合
的
な
ア
ー
カ
イ
ヴ
ス
化
を
、人
文
学
研

究
科
附
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｈ
Ｔ
）に
お
い
て
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
、『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
一
期
（
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
〇
）
第

二
期
（
二
〇
〇
三
〜
一
一
）『
中
世
禅
籍
叢
刊
』（
二
〇
一
三
〜
一
八
）が
臨
川
書
店
に
よ
っ
て
相
次
い
で
公

刊
さ
れ
、調
査
を
通
じ
て
見
い
だ
さ
れ
た
貴
重
な
宗
教
文
献
の
影
印
・
翻
刻
・
解
説
を
通
じ
て
、そ

の
成
果
を
仏
教
学
、宗
教
史
、思
想
史
、歴
史
学
、文
学
等
の
諸
領
域
の
学
界
に
提
供
し
て
き
た
。

断
簡
か
ら
復
原
さ
れ
た
新
発
見
の
稀
覯
書
を
含
め
て
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
人
文
学
に
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
ら
の
成
果
は
、調
査
の
過
程
で
設
立
さ
れ
た
Ｃ
Ｈ
Ｔ
を
拠
点
と
す
る
、

領
域
分
野
を
横
断
し
た
国
際
的
な
連
携
と
共
同
に
よ
る
研
究
活
動
の
賜
物
で
あ
り
、継
続
し
て
採

択
さ
れ
た
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
、基
盤
研
究（
Ｓ
）「
宗
教
テ
ク
ス
ト
遺
産
の
探
査
と

総
合
的
研
究
」（
二
〇
一
四
〜
一
八
年
度
）の
中
核
的
な
所
産
で
も
あ
る
。そ
の
、あ
ら
た
な
報
告
と
し

て
、既
に『
善
本
叢
刊
』に
四
巻
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
文
献
の
他
に
な
お
数
多
く
伝
存
す
る
神

道
書
を
、網
羅
し
て
収
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
は
、単
な
る
補
完
で
な
く
、現
在
ま
で
継
続

す
る
調
査
研
究
の
最
新
の
成
果
を
結
実
さ
せ
た
、あ
ら
た
な
体
系
的
紹
介
で
あ
る
。真
福
寺
に
集

積
さ
れ
た
神
祇
関
係
文
献
は
、「
麗
気
記
」な
ど
儀
海
か
ら
宥
恵
へ
の
密
教
法
流
伝
授
に
伴
い
書
写

さ
れ
た
聖
教
の
一
部
、「
太
神
宮
諸
雑
事
記
」も
そ
の
一
環
を
成
す
と
思
し
い
伊
勢
神
道
書
や
古

事
記
と
共
に
信
瑜
が
東
大
寺
東
南
院
か
ら
も
た
ら
し
た
文
献
群
、
そ
し
て
四
世
政
祝
が
諸
流
の

印
信
血
脈
を
集
成
す
る
の
に
伴
う
切
紙
類
聚
と
し
て
の「
諸
大
事
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
文
庫
の
形

成
に
重
要
な
役
割
を
負
っ
た
で
あ
ろ
う
重
書
が
、こ
の
た
び
の『
善
本
叢
刊
』神
道
篇
の
要
を
成

し
て
い
る
。こ
の
第
三
期「
神
道
篇
」が
開
示
す
る
と
こ
ろ
の
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
は
、や

が
て
更
に
持
続
す
る
で
あ
ろ
う
調
査
と
研
究
と
に
よ
っ
て
真
福
寺
聖
教
の
包
蔵
す
る
驚
く
べ
き

深
さ
を
窺
う
導
き
と
な
る
で
あ
ろ
う
。ま
た
そ
れ
は
、真
福
寺
を
介
し
て
日
本
各
地
に
伝
存
す
る

こ
う
し
た
宗
教
文
献
の
総
体
が
、稀
有
な
世
界
的
宗
教
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
、こ
よ

な
い
証
な
の
で
あ
る
。

大
須
文
庫
探
査
に
お
け
る
神
道
書
の
意
義

　
　
　
　
　

―
―

監
修
の
こ
と
ば
に
か
え
て―

―

名
古
屋
大
学
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学

研
究
セ
ン
タ
ー　

初
代
セ
ン
タ
ー
長　
　
　

阿
部
泰
郎

組
方
見
本
（
版
面
実
寸
の
約
40
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
）


